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座間総合高等学校について

• ３年次 ７クラス

• １年次 ８クラス

• 総合学科／全日制

• 前期・後期制

• ２年次 ６クラス



背景

座間総キャリアプログラム

知る

キャリアⅠ

キャリアⅡ

ふかめる

キャリアⅢ

切り拓く



産業社会と人間
知る

情報に触れる、知る
手法を学ぶ
自分認識する

キャリアⅠ
１年次

探究基礎形成期



総合的な探究の時間

ふかめるキャリアⅠ 主体的探究期キャリアⅡ
２年次

自分の関心に基づき考える
多様な分野から取捨選択
研究のテーマを決める



総合的な探究の時間
切り拓く 未来創造期キャリアⅢ

３年次

自分の将来を考え、進路決定
社会に目を向け将来をみつめる

探究活動の最終段階



■ 探究活動で求められる力
・自ら問いを立てる力
・協働的に問題を深掘りする力

■ 本校の課題研究における課題
・テーマ決定が困難
・「問いを立てる視点」が育っていない

1年次からの意識づけが必要

課題

How?
Who?



1年次からの意識づけが必要

課題打破策

プロの知見 Win-Win

働き方改革研究データ



神奈川県教育委員会
コンソーシアムHP 一 部 抜 粋



マッチング①



マッチング②‐１

産業能率大学HPより抜粋



マッチング② ‐2

産業能率大学HPより抜粋



主体的学習者育成プログラム① 【問題発見編】
令 和 ６ 年 1 1 月 2 9 日 （ 金 ） 5 0 分 × ２



主体的学習者育成プログラム②【問題解決編】
令 和 ６ 年 1 2 月 ６ 日 （ 金 ） 5 0 分 × ２



問題発見ケーススタディの流れ

①ある家庭の食事の写真を観察し、気づきを付箋
に記入
②栄養・教育・環境の「専門家」に分かれて情報
収集
③専門視点から再考察し、グループで討議・発表
④最後に振り返り

視点を得ることで、問題の本質が見えてくる









生徒の振り返り（抜粋）

「 人 に よ っ て 考 え が 違 く て 、 そ れ に よ っ て 新
た な 考 え が 生 み 出 せ て と て も 楽 し か っ た ！ 」

他 者 と の 協 働 を 通 じ た 視 点 の 広 が り

「 い ろ ん な 立 場 か ら 考 え る こ と が 大 切 だ と
分 か っ た 。 ま た 、 観 察 が 大 事 だ と 授 業 を
通 し て 学 ぶ こ と が で き た 」

複 眼 的 思 考 と 観 察 力 の 重 要 性 に 気 づ く



生徒の振り返り（抜粋）

「 身 近 な こ と で も 問 題 化 し て い る こ と が 多 々
あ る か ら 、 そ の 問 題 に 目 を 向 け て 問 題 解 決 に

つ な が れ ば い い な と 思 い ま し た 」

日 常 か ら 問 題 意 識 を 持 つ 姿 勢 の 芽 生 え

「 問 題 に よ っ て 個 人 間 の 取 り 組 み だ っ た り 、 国 な ど の
大 規 模 な 取 り 組 み が あ る こ と や 、 そ の 解 決 策 が 継 続
で き る も の か を 考 え る こ と も 大 切 だ と わ か っ た 」

問 題 の ス ケ ー ル 感 ・ 持 続 可 能 性 へ の 思 考



• 「人によって考えが違って、それが楽しかった」
• 「観察の大切さに気づいた」
• 「日常の中に問題があると気づけた」
• 「問題の規模や持続可能性も考えるようになった」

大学研究内容の提供と大学生の丁寧なサポート
により、視点・問題意識・探究姿勢の芽生えが
見られた。

生徒の振り返り（抜粋）



今後の課題と展望
■ 課題
・視点を育てる継続的な支援が必要
・探究思考を日常化する仕掛けが課題

■ 展望
・1年次から探究の土台を育てる
・2年次課題研究への橋渡しを強化

コンソーシアムによる
「知識の外部資産」の有効活用



まとめ

•本プログラムは「問いを立てる」体験を通
じて探究の入り口に立たせる効果的な導入

•今後も、コンソーシアムを
活用しながら、生徒の主体
的な学びを支える仕組みづ
くりに取り組んでいく
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ご清聴ありがとうございました


